
「最後の季節」の不思議なディストピアの光景から、人類の連帯と平
和的共存への願いをこめた「星の子供たちへ」まで、作者の内なる
コスモスから生まれた多彩な言の葉の世界。
「朝の幻影」、「追憶」、「しもべ」、「ビューバスタイム」、「入眠のため
に」、「解毒剤」、「花の風」、「茗荷ぼち」、「治部煮」、「クールタオル」、
「常世の花」、「サンデリアーナ」、「命」、「内視鏡検査」、「幸福の花
束」、「嫗達の架け橋」、「スリ君へ」、「死の商人たち」、「八小節のブレ
スレット」、「美形サロン」、「記憶の地層」、「少年兵たち」、「軍神の
母」、「沈黙」ほか。
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岐阜市生まれ。大阪大学大学院文学研究科にてフランス文学専攻。
文学博士。名古屋外国語大学名誉教授。
著書に『フランスで出版された女性のための知的啓蒙書（1650～1800年）に
関する一研究─その特徴及び時代背景から19世紀への継承まで─』、『17-18
世紀フランスの女子教育と学びのすすめ─花開くサロン文化と女子の知育擁
護論─』（増補改訂版）、『フロベールの『紋切型辞典』の中の女性達』など。

原始星詩 集  

げん  し   せい

原始星詩 集  

色とりどりに
　　笑いさざめく
　　　　コスモスの大海原を
　風となり
　　　渡って行く
原始星
　　身に宿して　　　  　 （「原始星」より）

詩作とは
言の葉を
限りなく愛でつつ
言霊への信仰を
どこまでも
極めていくこと
（「ポエジー ─序に代えて─」より）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  みょう  が     　　　　　　　じ     ぶ     に    

     とこ    よ      

                    おうなたち


